
 

  

                                                          

                                                         校長 平國 弘明 

 「○○先生から声をかけてくださったと本人が喜んでいました。」「いつも丁寧な指導をありがとうございます。」

「男子生徒が嫌がることを言ったりしているとよく耳にする。」「小学生が発する（ような）言動がある。」「授業中，た

まにうるさく，授業に集中できない。」「夜遅い時間にゲームやグループ通話に誘う内容のメッセージが届いてい

る。」など意見や要望を学校評価の記述欄に数名の方が書いてくださった。これらの記述に，ショックを受けること

も正直ある。「やはり」と感じること，「そうなんだ」と初めて気づくこともある。言葉を添えてくださることを実にあ

りがたく思う。また，該当する評価を選択する１８項目については，すべてが向上するように取り組んでいる。中で

も最後１８番目の「現在の学校に満足しているか」という質問を特に重視している。今学期の調査では，「満足してい

る」もしくは「やや満足している」を選んだ方が９０％で前回よりも３ポイントアップした。今後も学校教育の充実に

努めて参りたい。 

さて，右は，私が赴任２校目で，当時の校長先生から家庭教育学級用の

テキストとして紹介していただいたもので，「かごしまの子ども しつけ１２

章」という県教育委員会と県ＰＴＡ連合会が昭和５０年に共同で編集・発行

した冊子である。このまえがきにこうある。「子どもの健やかな成長を図る

ためには，毎日の生活の中で，子どもに対してきちんとしたしつけをするこ

とが大切です。（中略） 核家族化や少子家族化の進む今日においても，子

どものしつけの基本は変わりません。その意味で，この冊子は，いわゆるい

じめや非行等の問題に日頃真剣に取り組んでおられる方々や，子どものし

つけなど家庭教育に関心をもっておられる方々ばかりではなく，広く子ど

もをもつ多くの親の方々になんらかの示唆を与えてくれるものと思いま

す。」。この冊子の初版の頃は，校内暴力が大きな社会問題になっており，

私が２校目にいた平成一桁頃も「荒れ」が多くの学校で問題となっていた

時期である。今は，本校を含め，そのような学校はあまり聞かない。ただ学

校評価に書かれているような状況も見られ，油断してはいけない状態になっているという声も上がっている。「子

どもをきちんとしつける」ということは私たち大人の仕事であることを再度，自覚し直す必要があるのではない

だろうか。ちなみに，この冊子の中学生期における「しつけ１２章」には，「１．心に残る読書をさせよう ２．山坂達

者な子どもに育てよう ３．美しいものに感動する心を育てよう ４．思いやりの心を育てよう ５．稚心を去れ 

６．友達を大切にしよう ７．勇気をもって最後までやりとげさせよ ８．勉強は自分自身のものである ９．生涯続

けるスポーツをもて １０．年少の子どもの面倒をみよ １１．子どもにこびるな １２．おやじの生き方を語れ」。こ

れらは，今の世においても，将来にわたって必要となる資質を育てることにつながるものだと思う。これを読み，

理解できている生徒も既にいよう。一方でまだ理解できていない生徒もいるだろう。彼らにどう理解させていく

かがポイントである。そのために，家庭や学校で，大人がこれらのことの大切さを語り，範を示していくことが必

要ではないかと思うがいかがだろうか。 
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大人の役割を考える ～学校評価に思う～ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業講話 ２／１０（土） 

 ３校時，講師に錦江町長新田敏郎様をお迎えして，職業講話をして 

いただきました。錦江町の現状やどのような町を目指しているのかなど 

多くのことを学ぶことができました。また，今年度の総合的な学習の時 

間に３年生が錦江町をよりよくするために考えたアイディアを実現するた 

めに錦江町が動いていることも知ることができました。講話をしていただ 

き，ありがとうございました。 

 

 「よくあてはまる」と「だいたいあてはまる」を選んだ方が８０％を超えた項目が 18項目中 12

項目ありました。保護者の皆様のご理解・ご支援に感謝しております。 

 課題は，「読書の習慣化」「家庭学習の９０分以上実施と見届け」「メディアとの関わり方」です。 

 今後も，学校とご家庭で連携し，課題の改善に取り組めたらと考えております。ご家庭でも話

題にしていただければ幸いです。 

保護者・地域の皆様へ 

 能登半島地震災害義援金

へのご協力ありがとうござい

ました。生徒会が主体となっ

て取り組み １７,１７７円の義

援金でした。 

 

学級ＰＴＡ 

２月２２日（木）の学級 PTA

に出席くださった保護者の皆

様，お忙しい中ありがとうご

ざいました。 

都合で出席できなかった方

も，学校へご質問等ありまし

たらどうぞご連絡ください。 


